
 
 

銀行名 京都銀行 

タイトル 創業者に対する事業化支援について 

取組み内容 

１．創業セミナーの開催 

 平成２７年度より京都市の特定創業支援事業である創業セミナー「スタートア

ップ・サポートゼミナール」に共催企業として参画。 

 セミナーのメンターとして弊行のベンチャー企業支援担当者が参加し、受講者

に対して、創業時の補助金活用方法や、資金調達や資金繰りの考え方等の財務

面に関するアドバイスを実施。 

 平成２７年度で計３回のセミナーを開催し３３名が受講。 

 弊行ではセミナー終了後、９名の受講者に対して事業化支援を実施。 

 

２．事業化支援事例 

 上記のセミナー受講者であるＨ氏（大手自動車部品メーカーの工場生産管理責

任者）に対して、Ｈ氏自身が創業に向けて考案した製造業向けクラウドソーシ

ングサービスにおける事業化支援を以下の通り取組み。 

【取組内容】 

① 認定支援機関として創業補助金（平成27年度予算分）の申請をサポート。事

業計画書のブラッシュアップを実施。並行して、法人設立をサポート。 

② 考案した事業の立ち上げに必要なパートナー企業として、システム開発会社

や経営をサポートする支援機関を紹介。 

③ 当行主催ビジネスフォーラムにて事業提携・資金調達のプレゼン機会を提供。 

④ 起業後に新たに開発したサービス（ＩｏＴ関連サービス）のマーケティング

活動のサポートで当行取引先複数企業とのマッチング機会を提供。 

⑤ 当行が協賛する事業化アイデアプレゼンイベントへの参加機会を提供。 

 

【取組の効果】 

① 創業補助金２百万円の採択。採択後、法人設立し起業。 

② 紹介したシステム開発会社と共同開発によりシステム構築。製造業向けクラ

ウドソーシングサービスをローンチ。 

③ フォーラムに参加していた大手上場企業（医療機器製造業）とビジネスマッ

チングを実施。クラウドソーシングサービスの活用に至る。 

④ 当行取引先複数企業とマッチングを実施。企業からサービス実用化に向けて

ユーザー目線の意見を集約し、新たなＩｏＴ関連サービスのプロトタイプを

完成。 

⑤ プレゼンイベントにおいて、応募者３５名の中から優秀賞を受賞。 

（特典は、インキュベーション施設の使用料の一定期間免除） 

 



 
 

銀行名 京都銀行 

タイトル 「海の京都」エリアにおけるセミナーの開催 

取組み内容 

 

【経緯】 

・京都府では、府北部の7市町を「海の京都」とする構想を掲げ、全国有数の競争力

のある観光地とすべく注力している。 

・当行においても「海の京都」構想の基本戦略に挙げられる「民主導」による観光振

興を後押しするため、セミナーを開催することとなった。 

 

【取組み内容】 

・「地方創生『海の京都』インバウンドセミナー2015」の開催 

訪日外国人の国別の観光嗜好や消費動向、他臨海地域の観光振興事例、キャッ

シュレス決済の推進等インバウンド受入体制の整備を内容としたセミナーを開催し

た。 

・「『海の京都』訪日インバウンド誘客戦略セミナー」の開催 

インバウンド誘客やマーケティングに有益なＷebの活用方法を紹介するとともに、

キャッシュレス決済システムのデモンストレーションを行うなど、インバウンドに有益

な情報を提供した。 

 

【取組みの効果】 

・インバウンド対策の必要性を認識するきっかけとなったとともに、観光関連事業者

の取組みを後押しする機会となった。 

 

＜開催実績＞ 

名 称 開催日 開催場所 参加者 

地方創生「海の京都」インバウンド 

セミナー2015 

平成27年 

11月26日 

舞鶴市 34名 

「海の京都」訪日インバウンド誘客 

戦略セミナー 

平成28年 

①2月2日、

②2月3日 

①京丹後市 

②宮津市 

①40名 

②41名 

 

 

 

 

 



 
 

銀行名 京都銀行 

タイトル 企業の農業分野への進出に関するセミナーの開催 

取組み内容 

 

【経緯】 

・地方創生において、農林水産業の成長産業化は重要な課題として掲げられてい

る。また、平成28年4月の改正農地法施行により企業が農業に参入しやすくなり、

今後新たに農業分野へ進出する企業の増加が予想される。 

・ついては、取引先の農業への参入をサポートするため、セミナーを開催することと

なった。 

 

【取組み内容】 

・「～地方創生の実現に向けて～企業による農業への参入セミナー」の開催 

京都府の農業の実態と農地中間管理機構の活用、企業による農業への参入事例 

等の情報提供を行った。 

 

【取組みの効果】 

・企業の農業参入の機運を高めることができた。また、取引先企業の潜在的な 

ニーズの掘り起しにも繋がった。 

 

＜開催実績＞ 

開催日 開催場所 参加者 

平成28年 3月10日 京都銀行 本店 32名 

 

 

 

 



 
 

銀行名 京都銀行 

タイトル 北近畿エリアにおけるセミナーの開催 

取組み内容 

 

【経緯】 

・北近畿中小企業支援連絡会議では、北近畿エリアの金融機関が連携し地域の中小

企業支援に取り組んでいる。 

・北近畿エリアの事業先における経営計画策定の取組みについて、事業者、認定支

援機関、地域金融機関の認識の共有化を図るため、北近畿中小企業支援連絡会

議が主催となりセミナーを開催した。 

 

【取組み内容】 

・「経営戦略セミナー」の開催 

 外部のコンサルティング会社を講師に招き、経営計画の策定に必要な考え方、手

順等について講演を頂いた。 

開催日 開催場所 参加人数
京都府福知山市
（市民交流プラザふくちやま）
兵庫県豊岡市
（じばさんＴＡＪＩＭＡ）

平成27年12月7日

平成27年12月8日

96人

62人
 

 

【取組の効果】 

・事業者、認定支援機関、地域金融機関が、連携を一層強化し、三位一体となって

計画策定に取り組んでいく契機となった。 

 

 

※「北近畿中小企業支援連絡会議」とは 

北近畿エリアの金融機関が中小企業支援に対する考え方や認識を共有し、地

域の中小企業支援に向けた取組みのスピードアップを図ることを目的に、当行

を含む金融機関７行庫が主体となり、都道府県の枠組みを超えて平成２７年３

月に設立された中小企業支援ネットワーク。 

 

 



 
 

銀行名 京都銀行 

タイトル お取引先の海外現地法人向けクロスボーダーローンの積極推進 

取組み内容 

  

【クロスボーダーローンの積極推進について】 

・取引先の海外進出、特に中国・東南アジア等のアジア全域、およびメキシコへの

進出傾向が続いており、取引先の海外現地法人の資金調達手段も多様化している

ことから、平成２６年度に資金調達に関する取引先向けセミナーを開催した。 

 これを受けて、弊行にも海外現地法人の資金調達に関する相談が大幅に増加し、

積極的に推進したことからクロスボーダーローンの取り扱いが増えた。 

 

【積極推進の成果】 

・平成２７年度、クロスボーダーローン計16件実行 

 中国向け   ：円建て4件、米ドル建て3件 

 香港向け   ：米ドル建て2件 

 タイ向け      ：円建て2件、バーツ建て１件 

 ベトナム向け  ：円建て2件 

 メキシコ向け ：米ドル建て１件 

 台湾向け   ：円建て１件  

 


